
広報

発行所/富山県魚津市釈迦堂1丁目10番1号魚津市役所(干937)(包0765ー22-2200)1部定価20円



第三種郵便物認可昭和54年11月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

各界の12個人
1団体

魚
津
市
表
彰
規
則
に
基
づ
く
市
表
彰
式
は
、
菊
か
お
る
十
一
月
二
日
に

市
役
所
大
会
議
室
で
関
係
者
多
数
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
次
の
十
二
個
人
と
一
団
体
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
晴
れ

の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

-
教
育
功
労

寛
氏本
町
一
丁
目
一
O
l
八

多
年
に
わ
た
り
、
魚
津
士
巾
中
央
公
民

館
長
と
し
て
、
本
市
社
会
整
宵
の
振
興

に
尽
く
さ
れ
た
。

辻-
体
育
功
労

菊
男
氏新
金
屋
一
丁
目
八
|
一

多
年
に
わ
た
り
、
本
市
の
体
育
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

原-
文
化
功
労

民
俗
文
化
財
た
て
も
ん
保
存
会

諏
訪
町
一

l
l
一
六

た
て
も
ん
の
保
存
と
伝
統
の
郷
土
芸

能
保
持
に
努
め
、
併
せ
て
本
市
の
観
光

宣
伝
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

-
産
業
経
済
功
労

辻

豊

正

氏

吉
島
二
O
九
八

多
年
に
わ
た
り
、
杉
苗
木
の
栽
培
技

術
の
研
究
と
改
良
に
努
め
、
本
市
林
業

の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

山

崎

庄

吉

氏

川

縁

二

三

多
年
そ
莱
産
地
の
育
成
と
品
種
改
良

の
普
及
に
努
め
、
本
市
そ
菜
栽
培
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
た
。

紙

谷

博

氏

小

川

寺
五
二
二
二

多
年
に
わ
た
り
、
カ
ノ
コ
ユ
リ
の
栽

培
技
術
の
研
究
と
改
良
に
努
め
本
市
カ

ノ
コ
ユ
リ
栽
培
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

佐

生

久

雄

氏

金
浦
町
三
|
一
三

多
年
に
わ
た
り
、
漆
器
の
木
地
作
り

の
研
究
と
後
進
の
技
術
指
導
に
努
め
、

本
市
漆
器
業
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

石

浦

奉

音

氏
新
角
川
一
丁
目
二
l
一
O

多
年
に
わ
た
り
、
沿
岸
漁
業
の
発
展

に
努
め
ら
れ
、
本
市
水
産
の
振
興
に
尽

く
さ
れ
た
。

潰
多
ハ
ナ
氏
港
町
四
|
九

多
年
に
わ
た
り
、
魚
津
漁
業
協
同
組

合
婦
人
部
長
と
し
て
漁
業
者
の
健
康
管

理
と
生
活
改
善
に
努
め
、
漁
業
地
域
社

会
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

-
災
害
防
護
功
労

坂

本

龍

一

氏

大
光
寺
一
四
四

永
年
に
わ
た
り
、
消
防
団
に
あ
っ
て

献
身
そ
の
職
務
に
精
励
さ
れ
、
本
市
の

防
災
と
住
民
の
福
祉
増
進
に
尽
く
さ
れ

た。-
厚
生
事
業
功
労

畑

山

道

竪

氏

上
村
木
三
五

多
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し
て
青

少
年
の
更
生
指
導
に
あ
た
ら
れ
、
本
市

の
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
尽
く
さ
れ
た
。

越

野

三

男

氏

本
江
一
七
五
O

多
年
に
わ
た
り
、
母
子
衛
生
思
想
の

啓
も
う
普
及
と
婦
人
病
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
す
す
め
母
子
保
健
事
業
の

推
進
に
尽
く
さ
れ
た
。

堺

ト

キ

子

氏
本
町
一
丁
目
九
|
二

多
年
に
わ
た
り
、
民
生
児
童
委
員
と

し
て
地
域
住
民
の
福
祉
増
進
に
尽
く
さ

れ
た
。

表
彰
状

主
糸
魚
津
市

嚇

奏
者
γ

は
葉
去
=
互
1

下
B

住
宅
銑
苛
明
会
の
実
或
に

…¥
{
々
い
そ
そ
の
成
債
が

3
わ
ゆ
ペ

ヌ

便
秀
で
あ
リ
ー
し
た
よ
の
そ
4

‘札・
γ
表
彰
L
ま
寸

禁
JA
S与
み
骨
平
八
圃

角
関
委
良
太
平
正

住
宅
統
計
調
査
に

内
閣
総
理
大
臣
賞

五
十
三
年
十
月
一
日
現
在
で
実
施
さ

れ
た
住
宅
統
計
調
査
に
対
し
、
内
閣
総

理
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
長
等
の
異
動

十
月
一
日
付
け
で
次
の
と
お
り
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。

魚
津
市
母
子
保
健

推
進
員
決
ま
る
/

(2) 

石本赤小松広寺伊武勝高広広佐船黒浜北岸 軽ま保産 子
田井石林井田崎東田岡松田見々田田住野名氏にす健婦健保任

喜きユか 田 小相。婦 ・や健期
英し富晴秀 美くキつ好玲血せ安ア洋伶夜名談地へ乳か推満
子美子美子操子えノみ子子葉き子ヤ子子子 し区の幼に進了

まの連児生員に
去要本松片住長加加天経経本本本村道道大大村地し母絡のみが伴

Iマよ子買い育決い
島施江倉貝吉方積積神田田江江江木下下 町町木le.う保とろ て定次

健しいるいの
推てろたた十
進活のめし九
員躍相に手名
にさ談 主の
気れや妊、母

教委委職詑理代長吾員妻 区
育 員

長員員 長
分

堀松伯佐杉野 森
川田 氏

実治松彦新作宏芳夫武 名新

新任 摘要

期伯佐寺森松 氏川田回

実治新作栄二武夫松彦 名旧

退任 摘要

T
E
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功績をだだえ市民表彰…………2
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ふるさとの文化財(32)..............・16

;表紙・「どんだけ登り」

ゑ 4・4
5 温

| 
あけび保育園

保田 土井美津代

供だちは、秋になると

例年園から往復五キ口、二時間程

; の治告に登ります。

3デコボコの山道を二歳児~六歳児
2まで全員ガ歩くのです。
山道にはどんぐり、あけび、笹の

葉、とんlま、そして道の真ん中を ff(Q)査る (2) (1)査 をー
_.'-lIo.... _一~ ~ ハ →~，~← パ→山 警 そで農か及 報査社林二会農全 すこ実日農

林らぴ農事と寺家五社業農全るの施現林
業な林業務、・以七等事家園、調し在水

田 な に る業集が農会外万 )掌 ・約 査まで産
「戸ツ赤ちゃんどんぐりだ.J rボ 3目 関、地落調林社の戸及露農困 問て吾宣
フおとうさんどんぐり拾っ戸よ i的 す十域調査省等事全ぴ(家九 界

":'O-.J_. Iは る年調査す統)業林全協以五 市 霊は
「帽子のないの寒そうだからか3tj 、 最ご査(る註の体家園業外万 の 森
せてあげようねJ と会話も弾みぎ 3 もと 約。情調(・約・の戸 調 業五

3 基に土 セ十

EL23222535fi ??2.0f34 
年長児ガ先に登ると小さい子の 5 調れ 世 田ーマで弓イ〉日そ ご月I WiiJ H ~ 自 /イパャペ b

手を弓|つ張り「ガンバレ、滑るな ~ !"ポ /うとごヘ心、 ¥1悶悶|
ょんと励ましの声をかけます0 3 まごが業た l相"LllJ止~lil' l1 rll 能 を推向農

足ガ弱いと言われる現代っ子だ j て男三室内二 ;義己ィ雪一三ヤ。 議望号準Z霊空
ちですが、自然の中での遊びゃ叡 j くと体農調 "-J"_" ヘ 計はた村握のに

g だ思の家査 を、めづし基は
歩は自分の力で経験や発見をし疋 3 さい皆、をてよ計たつ 提成 充作世でく 、本

満足感やだくましさを育ててくれ 喜 いま様林よいり撞め重こ供の第に成界すり農構農
震 ますを家りま準報、要のすた三役し各。に林造林

ます。 言 すのお及正す備事市なよるめに立、国 必業の資
=; -r i よで伺び確。調務及役うたのはて国と 要施実源

あけびの山の寒い冬に備えて、 3 ぅ 、い会に 査所ぴ割なめ基、る際の な策態の
今日も太陽の光を求めて外にとび 警 およす社実 をで農を多で礎諸こ協比 基のと総

意 願ろる等施 実は林果目す資統と力較 礎立そ量
出します。 善 いしこ麗守 施十省た的 。料計でのが 資案の及

用
区
域
は
一
、

O
八
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

も
及
ぶ
な
ど
、
必
要
度
の
高
い
林
道
と

し
て
国
が
広
域
基
幹
林
道
に
定
め
て
い

ま
す
。
林
道
の
開
設
に
よ
り
、
戦
後
過

疎
化
さ
れ
た
池
の
原
、
古
鹿
熊
、
さ
ら

に
は
春
日
に
残
さ
れ
た
山
林
や
農
地
な

ど
の
管
理
が
大
変
便
利
に
な
り
、
造
林

も
県
造
林
公
社
の
造
林
を
中
心
に
百
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
も
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

又
、
古
鹿
熊
、
虎
谷
地
内
に
は
県
有

林
百
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
あ
り
、
今
後

更
に
造
林
を
積
極
的
に
す
す
め
て
い
く

よ
う
計
画
が
た
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

富
山
湾
を
望
む
絶
好
の
展
望
カ
所
に

恵
ま
れ
、
市
民
か
ら
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
コ

ー
ス
と
呼
ば
れ
、
へ
ヤ
ピ
ン
カ
ー
ブ
の

間
に
見
え
隠
れ
す
る
天
然
赤
松
林
の
点

在
は
、
林
道
を
散
策
す
る
人
達
の
憩
の

場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
林
道
は
郷
土
の
自
然
と
の
調
和

を
図
り
、
森
林
資
源
の
造
成
と
、
現
在

の
「
ふ
る
さ
と
」
を
後
々
ま
で
に
伝
え

る
大
切
な
道
路
で
す
。
今
後
と
も
多
目

的
林
道
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
暖
か

い
愛
護
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

「
坪
野
」
と
「
虎
谷
」
を
結
ぶ

林
道
坪
野
・
古
鹿
熊
線
完
成

昭
和
四
十
一
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
坪

野
・
古
鹿
熊
地
内
の
林
道
開
設
工
事
は
、

十
四
年
間
の
長
い
年
月

を
か
け
て
、
こ
の
程
よ

う
や
く
完
成
し
、
そ
の

開
通
式
も
十
一
月
九
日

に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
林
道

は
坪
野
部
落
を
基
点
と

し
て
、
池
の
原
・
古
鹿

熊
部
落
の
北
部
を
通
り
、

小
早
月
川
上
流
地
点
ま

で
で
、
そ
の
延
長
が
一

万
六
千
四
百
八
十
八
メ

ー
ト
ル
に
も
及
び
ま
す
。

そ
し
て
更
に
こ
の
道

路
は
別
の
林
道
を
通
り

抜
け
る
と
、
虎
谷
部
落

内
の
県
道
に
接
続
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
聞
の
利

G置冨盟冨2・

世
界
農
林
業

セ
ン
サ
ス
の
お
願
い

(3) 
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省
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報

@ 

晩
秋
と
な
り
、
そ
ろ
そ
ろ
火
の
気
の
恋
し
い
時
節

と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
月
は
二
点
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

一、
部
屋
の
熱
を
逃
さ
な
い
工
夫

1
窓
や
壁
の
す
き
ま
を
ふ
さ
ぐ
。
開
け
る
必
要
の

な
い
と
こ
ろ
に
は
目
張
り
を
。

開
閉
す
る
所
に
は
ス
ポ
ン
ジ
テ
ー
プ
を
。

2
天
井
か
ら
床
ま
で
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
ま
た
は
二

重
カ
ー
テ
ン
を
。

3
畳
の
下
に
は
新
聞
紙
、
床
に
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
。

以
上
の
手
当
を
す
る
と
暖
房
費
で
約
三

O
パ
ー
セ

ン
ト
の
節
約
が
で
き
ま
す
。
(
畳
の
上
に
カ
ー
ペ
ッ
ト

を
敷
く
の
は
畳

が
む
れ
て
い
た

み
が
早
ま
り
ま

す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。)

ニ、
効
率
的
に
フ

ロ
を
利
用
す

る
工
夫
水
は
適
量

を
、
夏
は

午
前
中
に
、

冬
は
わ
か

す
直
前
に

入
れ
る
。

わ
き
上
が

り
時
間
を

調
べ
て
お

/
¥
。

わ
き
上
が

る
ま
で
フ

タ
を
と
ら

2 3 

4 

な
い
。
中
ブ
タ
を
利
用
す
れ
ば
な

お
効
果
的
。

わ
き
上
が
っ
た
ら
バ
ー
ナ
ー
の
口

火
は
消
す
。

家
族
が
そ
ろ
っ
て
入
い
れ
る
時
間

に
わ
か
し
、
次
々
に
続
け
て
入
い

る
。

入
浴
の
あ
と
は
残
り
湯
を
洗
た
く
な

ど
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

5 

;み第;
二♀ ?ん 三?
喜t;な 回;
昼苦;の 魚;
塁8);生津;
富十 ;活市 ;

階aiEj

第
三
回
目
を
迎
え
た
み
ん
な
の
生
活

展
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
子
ど
も
の
生

活
を
テ
ー
マ
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
ク

イ
ズ
や
遊
び
を
盛
り
だ
く
さ
ん
に
と
り

入
れ
て
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
生
活
を

考
え
直
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

企
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
さ
そ
い

あ
わ
せ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

五
十
四
年
度
後
期

「
く
ら
し
の

日

教
室
」
聞
く

か
し
こ
い
消
費
者
と
な
る
た
め
の
講

座
が
別
表
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

受
講
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
総
務
課
ま

た
は
富
山
県
民
会
館
内
の
富
山
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー

(2
0
7
6
4
l
u
ー

2
9
4
9
)
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
受
講
料
は
無
料
で
す
。

和漢薬の効用と利用法 富山医科薬科大学
1l/20(刈

(身近な薬草の効果と使用法) 助教授吉崎正雄

これからの食生活の問題点と 福野保健所
12/18(刈 対策 (砂糖や食塩の害と肥満

対策) 次長沢崎雄作

物価高に応じた合理的な消費 富山大学
3/17(刈 生活 (財産の目減りを防ぐ利

殖のコツ) 助教授岡本恵也

9月分富山県価格動向調査結果

海?とご 53年月 54年月
9 平均 9 平均

庖 頭 18e 670 1，007 
士T

持ち 18 e 694 1，036 

届け 200 e 7，258 11 ，375 
t由
ローリー売りu 36 56 

5 m' 1，741 1，951 

LPガス
10m' 3，425 3，852 

現金売 り 99 138 
レギュラー 1 e 
ガソリ ン 掛売り

99 135 1 e 
現金売り 59 87 1 e 

軽 t自
掛売り
1 e 58 85 

トイレ組ットペーパー 189 183 4個 114X65 m 

洗濯用洗剤，合成
700 700 2.65kg 

砂糖上白 1kg 232 232 

サラダ泊 ピン入
529 510 1，650 g 

牛肉もも 100g 336 340 

まぐろ刺身 100 g 313 409 

しょうゆ ビン入
466 466 20 e 

小麦粉薄力一等1粉kg 163 163 

(4) 

時間は午前10時から12時まで8月にくらべ石油製品、牛肉が値上がりした反
面豚肉が供給過剰で大幅安
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『みんなの健康国保の願い』
(入選標語)知ヲτ欲しい国保メ宅

毎
年
増
え
続
け
る
医
療

費
で
本
市
の
国
保
会
計
も

苦
し
い
運
営
を
続
け
て
い

ま
す
。
医
療
費
を
節
減
し

皆
さ
ん
の
負
担
を
軽
く
す

る
に
は
、
病
気
に
か
か
ら

な
い
事
が
最
も
大
切
に
な

っ
て
来
ま
す
。
そ
こ
で
日

ご
ろ
の
健
康
管
理
に
つ
い

と
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
間
は
肉
体

と
精
神
の
両
面
か
ら
な
っ
て
い
て
、
病

気
の
場
合
を
見
る
と
精
神
的
な
も
の
が

六
割
を
し
め
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
健

康
を
保
持
す
る
に
は
人
間
関
係
。
心
の

こ
と
も
含
め
て
そ
の
知
識
を
身
に
つ
け
、

日
常
自
分
の
か
ら
だ
を
よ
く
観
察
し
注

意
と
努
力
を
す
る
こ
と
が
健
康
管
理
の

秘
け
つ
で
す
。

一一
て
、
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
考
え
て
見
ま
し
ょ
う
。

*
健
康
は
あ
な
た
自
身
が

管
理
す
る
。

W
H
O
(
世
界
保
健
機

構
)
の
健
康
の
定
義
は
健

康
と
は
、

『肉
体
的
に
も
精

神
的
に
も
健
全
で
あ
っ
て

社
会
的
に
順
応
で
き
る
こ

〈
健
康
の
三
原
則
〉

。
量
よ
り
質
を
(
栄
養
)

朝
食
ぬ
き
で
と
び
出
す
な
グ

朝
食
は
一
日
の
仕
事
の
原
動
力
と
し
て

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
朝
の

食
事
は
消
化
の
良
い
も
の
で
、
内
容
の

あ
る
食
品
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
肥
満
防
止
も
か
ね
て
運
動
を
(
歩
こ

う
、
走
ろ
う
)

①
通
勤
時
に
は
で
き
る
だ
け
歩
く
。

②
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
を
使
用
し
な
い
。

③
乗
り
も
の
に
乗
っ
た
ら
な
る
べ
く

座
ら
な
い
。

④
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
軽
い
運
動

を。

。
余
暇
を
上
手
に
使
お
う
(
休
養
)

休
養
は
、
た
だ
か
ら
だ
を
休
め
る
こ

と
で
な
く
心
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
自
分

に
あ
っ
た
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
は

疲
れ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

食
最
近
五
か
年
の
保
険
給
付
費
(
医
療

費
)
と
保
険
税
の
動
き
。

当市国保加入者1人当り(平均)
蝿.1お岡

仁了ごI!長線'It
85.859. 

1Vh0:l (叫保悦
73.7皮肉

前却

右
の
表
は
、
皆
さ
ん
が
市
役
所

へ
納
め
ら
れ
た
一
人
当
り
平
均
の

国
保
税
と
皆
さ
ん
が
医
師
に
診
療

を
受
け
た
一
人
当
り
の
平
均
医
療

費
の
実
績
で
す
。

医
療
費
と
国
保
税
の
差
額
は
国

の
負
担
金
や
市
の
繰
入
れ
金
で
ま

か
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
グ
ラ
フ

は
、
医
療
費
の
伸
び
が
い
か
に
大

き
い
か
を
示
し
て
い
ま
す
。

日
年
度
請
負
工
事
発
注
状
況

ヘ八
月

一
日
か
ら
十
月
十
五
日
現
在
で
、
筒
負
J

一額
三
千
万
円
以
上
九
千
万
円
未
満
の
工
事
は一

f

次
の
と
お
り
で
す
。

、

マ
経
団
小
学
校
体
育
館
危
険
改
築
工
事

契

約

八

月

四

日

請
負
額
八
千
四
百
万
円

請
負
者
朝
野
工
業
側

工
期
五
十
四
年
八
月
六
日

i

五
十
五
年
三
月
十
日

マ
市
道
慶
野
湯
上
線
橋
梁
整
備
工
事

契

約

九

月

二

十

九

日

請
負
額
四
千
二
十
五
万
円

請
負
者
千
田
建
設
側

工
期
五
十
四
年
十
月
一
日

i

五
十
五
年
三
月
十
五
日

講
演
会
の
日
程

変
更
の
お
し
ら
せ

ー
魚
津
の
文
化
と
生
活
を
語
る
会
|

「
北
洋
漁
業
と
二

O
O

海
里
」

魚
崎
義
雄
氏

十
一
月
十
七
日
午
後
二

時
(
変
更
前
は
、
十
一

月
十
日
)

村
木
小
学
校

O
演
題

O
講
師

。
日
時

O
会
場

農
業
者
年
金
の
加
入
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

農
業
者
年
金
に
加
入
す
る
に
は
、
加

入
に
必
要
な
資
格
、
条
件
な
ど
の
関
係

で
加
入
の
期
間
が
決
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
一
部
の
法
改
正
に
よ
っ
て
次
の
条

件
に
該
当
す
る
人
は
加
入
で
き
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
協
及
び
支
所
へ
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
、
時
効
完
成
保
険
料
納
付
の
特
別
措

置
。
こ
の
特
例
措
置
に
よ
り
保
険
料
を
納

付
で
き
る
の
は
、
次
に
該
当
す
る
人
で

す
。ω

現
在
加
入
し
て
い
る
人
。

ω
加
入
し
て
い
な
い
が
前
に
加
入
し

て
い
て
、
そ
の
後
資
格
を
喪
失
し
て

い
る
人
。

ω
五
十

一
年
六
月
三
十
日
以
前
の
期

間
に
、
当
然
加
入
資
格
を
有
し
て
い

る
人
で
、
加
入
手
続
き
を
と
っ
て
い

な
か
っ
た
人
。

O
こ
の
特
例
措
置
を
受
け
て
保
険
料
を

納
め
る
期
間
は
、
五
十
四
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
、
後
継
者
の
加
入
の
救
済
措
置

救
済
さ
れ
る
後
継
者
は
、
次
に
該
当

す
る
人
で
す
。

ω
大
正
八
年
七
月
三
日
か
ら
昭
和
十

五
年
一
月

一
日
ま
で
の
聞
に
生
れ
た

人
。
ω
基
準
日
に
五

0
ア
ー
ル
以
上
経
営

主
の
直
系
卑
属
で
あ
る
こ
と
。

ω
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
。

0
こ
の
救
済
措
置
を
受
け
て
保
険
料
を

納
め
る
期
間
は
、
五
十
五
年
十
二
月

三
十

一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
く
わ
し
い
申
込
み
お
た
ず
ね
は
農
協

か
市
役
所
農
政
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

(5) 
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-
こ
れ
く
ら
い
と
思
う
油

断
を
火
が
ね
ら
う
!

冬
期
に
む
か
つ
て
火
気

を
取
扱
う
季
節
と
な
り
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
や
、
暖
房

器
具
の
使
用
す
る
こ
と
が

多
く
同
時
に
、
火
災
も
又

多
く
な
る
時
期
と
な
っ
て

き
ま
す
。
こ
の
時
期
を
む
か
え
市

民
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
、

相
互
に
協
力
し
あ
い
、
火

災
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
火
災
予
防
運

動
を
実
施
し
ま
す
。

V
重
点
目
標
と
実
施
事
項

ω
幼
児
、
老
人
、
身
体
不
自
由
者
等

の
焼
死
防
止
対
策
の
徹
底
句

日
月
お
日

i
ロ
月
2
固
ま
で

ア
、
一
人
暮
ら
し
老
人
及
び
身
体
障

害
者
等
の
家
庭
の
は
握
。

イ
、
子
供
だ
け
残
し
外
出
は
、
近
所

へ
連
絡
す
る
こ
と
。

ウ
、
非
常
ベ
ル
や
簡
易
型
火
災
警
報

器
の
普
及
推
考

工
、
確
実
な
避
難
通
路
の
確
保
。

オ
、
家
族
ぐ
る
み
の
寝
た
ば
こ
防
止
。

ω
バ
|
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
旅
館
等
の

防
火
管
理
体
制
の
確
立
。

ア
、
消
防
用
設
備
等
の
設
置
の
促
進

及
び
維
持
管
理
の
徹
馬

イ
、
防
火
管
理
者
の
選
任
と
消
防
計

画
作
成
の
指
雫

ウ
、
防
火
対
象
物
の
規
模

・
形
態
に

応
じ
た
消
火
、
通
報
、
避
難
訓
練

の
実
砲
工
、
雑
居
ビ
ル
等
に
お
け
る
避

難
路
の
確
保
の
指
導

ω
地
域
ぐ
る
み
の
自
主
防
火
体

制
づ
く
り
の
推
海

ア
、
各
町
内
会
等
地
域
に
お
け

る
自
主
的
に
よ
る
火
災
予
防

の
推
進

イ
、
家
庭
内
に
お
け
る
消
火
器
、

水
バ
ケ
ツ
等
の
設
置
1

ウ
、
火
気
使
用
器
具
の
再
点
検
、

整
備
の
励
匂

工
、
暖
房
器
具
の
付
近
に
、
燃

え
や
す
い
物
品
を
お
か
な
い

こ
と
。

く
わ
し
い
こ
と
は
消
防
署
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

五
十
四
年
中
の
交
通
規
制
は
経
団
地

内
及
び
本
江
地
内
、
住
吉
川
縁
地
内
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

①
経
団
地
区
(
十
一
月
中
旬
ご
ろ
実
施
)

経
団
地
区
の
町
の
中
は
特
に
道
路
巾

員
が
狭
く
、
一
般
車
両
や
歩
行
者
な
ど
が

何
か
と
不
便
を
感
じ
る
状
況
で
す
の
で
、

経
団
運
輸
前
付
近
の
交
差
点
に
信
号
機

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大

型
貨
物
、
大
特
車
両
は
経
団
運
輸
前
よ

り
、
町
の
中
を
経
て
朝
野
製

材
所
へ
入
る
海
岸
道
路
入
口

ま
で
、
通
行
禁
止
に
な
り
ま

す。
海
岸
道
路
に
つ
い
て
は
駐

車
禁
止
に
な

り
、
図
面
に

も
と
ず
き
部

分
的
に
速
度

制
限
規
制
(

四
十
キ
ロ
と

三
十
キ
ロ
)

に
な
り
ま
す
。

①
県
道
沓
掛

魚
津
線
吉
島

地
内
の
立
山

不
動
産
前
付

近
交
差
点
よ

り
、
片
良
川
右

岸
新
川
女
子

高
校
前
付
近

ま
で
駐
車
禁

止
に
な
り
ま

し
た
。
①
本
江
地
区

(
九
月
十
五

⑧⑧54年交通規制実施計画⑨⑧

日
よ
り
実
施
ず
み
)

広
田
石
油
横
よ
り
市
総
合
体
育
館
前

ま
で
の
道
路
が
一
方
通
行
に
な
り
ま
し

た。
新
川
青
果
市
場
横
よ
り
市
道
印
田
六

郎
丸
線
ま
で
、
四
十
キ
ロ
制
限
に
な
り

ま
し
た
。

県
道
坪
野
本
町
線
よ
り
入
る
印
国
道

路
(
水
道
配
水
池
の
前
)
、
飲
食
庖
パ
l

チ
ャ
ン
前
交
差
点
ま
で
三
十
キ
ロ
制
限

に
な
り
ま
し
た
。

①
川
縁
と
住
吉
地
区
(
九
月
十
五
日
よ

り
実
施
ず
み
)

浜
岡
石
油
裏
側
で
飛
世
弘
宅
裏
通
り

約
七
十
U
区
間
が
車
両
通
行
禁
止
に
な

り
ま
し
た
。

浜
岡
石
油
裏
通
り
の
道
路
で
県
道
堀

江
魚
津
線
に
出
る
と
こ
ろ
ま
で
二
十
キ

ロ
制
限
に
な
り
ま
し
た
(
住
吉
保
育
園

裏
通
り
)。

(6) 

(
魚
津
警
察
署
)

魚津市内昭和54年交通規制実施計画
11月中旬実施
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保
育
園
児
の
入
園
申
込
み
受
信

。
園
に
よ
っ
て
受
付
日
が
違
い
ま
す
。

来
年
四
月
か
ら
の
保
育
園
入
国
希
望

受
付
は
、
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
の
で
、

手
続
き
も
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
申
抗
箸
及
び
詳
細
な
注
意
事
項
を
-
記

載
し
た
用
紙
は
、
各
保
育
園
で
十
一
月

一
日
か
ら
渡
し
ま
す
。

@
入
園
で
き
る
基
準

入
園
で
き
る
基
準
は
、
次
の
い
づ
れ

か
に
該
当
し
、
市
内
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
場
合
で
す
。
従
っ
て
基
準
に
該

当
し
な
い
方
で
就
学
前
の
教
育
や
集
団

生
活
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
幼
稚
園
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ω保
護
者
が
働
い
て
い
る
た
め
子
供

の
保
育
に
欠
け
る
場
合
u

ω母
親
が
い
な
い
場
合
。

ω保
護
者
が
病
気
な
ど
の
た
め
家
庭

で
子
供
の
世
話
が
で
き
な
い
状
態

に
あ
る
場
合
ι

@
定
員
及
び
受
付
日
等

保

育

園

定

員

受

付

日

魚
津
愛
育
園
間
名
ロ
月
5
・
6
日

道
下
保
育
園

m名
ロ

月

7
-
m日

青
島
保
育
園

m名
目
月
幻

・
2
日

経
団
保
育
園
別
名
日
月
日

・
初
日

住
吉
保
育
園

m名
日
月
初
日

あ
け
ぴ
保
育
園

ωタ
伺
日
月
日
日

松
倉
保
育
園

ω名
日
月
日
日

西
布
施
保
育
園
初
名
日
月
日
日

野
方
保
育
園

m名
日
月
刊
昨
日

魚
津
保
育
園
陥
名
日
月
ロ

・
日
日

魚
津
塞
標
高
川
名
日
月
8
・
9
日

上
口
保
育
園

ω名
ロ

月

3
日

川
原
保
育
園

ω名
ロ

月

4
日

吉
島
保
育
園
間
名
日
月
幻

-m日

加
積
保
育
園
別
名
日
月

m
・
初
日

本
江
保
育
園
卯
名
(
壬
疋
)
日
月
幻
i
初
日

各
国
の
受
付
日
に
申
込
み
で
き
な
い

方
は
、
十
一
月
二
十
一
日
(
水
)
か
ら
三

十
日
(
金
)
ま
で
の
間
に
市
役
所
社
会

福
祉
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・受
付
時
間
は
、
い
づ
れ
も
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

マ
受
付
場
所
は
希
望
す
る
保
育
園
で
、

た
だ
し
本
江
保
育
園
は
市
役
所
へ
。

大
町・
経
団
幼
稚
園
児
を
募
集

受
付
日
月
ロ
日
制
f
}
幻
日
制

市
立
大
町
幼
稚
園
と
経
団
幼
稚
園
で

は
、
来
年
四
月
か
ら
入
園
す
る
園
児
を

次
の
よ
う
に
募
集
し
て
い
ま
す
。

ス
園
願
書
は
、
各
幼
稚
園
、
市
教
育

委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

。
願
書
受
付
期
間

十
一
月
十
二
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で

(
毎
日
午
後
二
時
1
五
時
)

た
だ
し
、
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日

は
受
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

。
願
書
提
出
先

各
幼
稚
園
ま
た
は
、
市
教
育
委
員
会

。
募
集
人
員

大
町
幼
稚
園
八

O
名

経
団
幼
稚
園
四
O
名

。
入
園
資
格

市
内
在
住
の
五
十
年
四
月
二
日
か
ら

五
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
人
。

お
母
さ
ん
忘
れ
な
い
で
ね
/

就
学
児
の
健
康
診
断
を

来
年
四
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
さ
れ

る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
が
は
じ
ま
り

ま
す
。保
護
者
あ
て
に
ご
案
内
し
ま
す
が
、

通
知
の
な
い
場
合
が
あ
り
ま
し
た
ら
市

教
委
(
学
校
教
育
課
)
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。該
当
者
四
十
八
年
四
月
二
日
か
ら

四
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
す
。
検
診
日
に
は
、
保
護
者
付
き
添
い
の

う
え
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

校

下

検

診

日

時

間

大
町
小
口
月
幻
日
附
午
後
l
時

村
木
小
口
月
幻
日
附
午
後
l
時

住
吉
小
口
月
8
日
附
午
後
1
時
ぬ
分

上
中
島
小
口
月
幻
日
附
午
後
1
時
初
分

松
倉
小
口
月
日
日
附
午
後
0
時
初
分

坪
野
小
口
月

n日
附
午
後
1
時
初
分

上
野
方
小
口
月
比
日
嗣
午
後
1
時

本
江
小
口
月
日
日
肘
午
後
1
時

片
員
小
口
月
日
日
附
午
後
0
時

吉
島
小
口
月
初
日
側
午
後
1
時

道
下
小
口
月
日
日
附
午
後
1
時

経
団
小
口
月
9
日
働
午
後
0
時

ω分

西
布
施
小
口
月
U
日
附
午
後
1
時

。
検
診
の
場
所
は
各
小
学
校
で
す
。

児
童
手
当
を

受
け
て
い
ま
す
か

児
童
手
当
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
日
本
国
民
が
、
次
の
要
件
に
あ
て

は
ま
っ
て
い
る
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

ω
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上

養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人

以
上
が
、
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童

で
あ
る
こ
と
。

ω
収
入
が
、
一
定
の
額
に
満
た
な
い

こ
と
。

V
児
童
手
当
の
額

児
童
手
当
の
額
は
、
三
人
以
上
の
児

童
の
う
ち
、
出
生
順
に
数
え
て
三
人
目

以
降
で
あ
る
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童

一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円
で
す
。

た
だ
し
、
市
民
税
所
得
割
の
額
が
な

い
受
給
者
に
は
、
五
十
四
年
十
月
か
ら

月
額
六
千
五
百
円
支
給
さ
れ
ま
す
。

(
九
月
ま
で
は
月
額
六
千
円
)

V
児
童
手
当
の
支
払

児
童
手
当
は
、
認
定
の
請
求
を
行
っ

た
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
、
毎
年
二
月
、

六
月
及
び
十
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
月
の

前
月
ま
で
の
分
を
ま
と
め
て
受
給
資
格

者
の
預
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

な
お
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た

受
給
資
格
者
、
受
給
者
が
死
亡
な
ど
の

理
由
で
変
更
す
る
場
合
十
五
日
以
内
に

認
定
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

V
手
続
き
に
必
要
な
も
の

ω
印
鑑

ω
請
求
者
の
加
入
し
て
い
る
年
金
の

記
号
番
号

ω
請
求
者
名
儀
の
普
通
預
金
口
座
番

号市
教
委
で
は
、
五
十
五
年
度
奨
学
資

金
の
貸
与
希
望
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
、
十
一
月
十
九
日
開
か
ら
十

二
月
八
日
出
ま
で
、
市
教
委
(
来
春
進

学
希
望
者
は
在
学
し
て
い
る
学
校
長
)

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

V
借
り
ら
れ
る
金
額

①
大
学
生
は
月
額
八
千
円

②
高
専
生
は
三
年
生
ま
で
月
額
三
千

円
、
五
年
生
ま
で
八
千
円

③
高
校
生
は
月
額
三
千
円

V
人
員
そ
れ
ぞ
れ
若
十
名

V
借
り
ら
れ
る
人

①
市
内
に
住
所
の
あ
る
人

②
学
資
の
支
払
い
が
困
難
な
人

③
身
体
強
健
、
品
行
方
正
で
成
績
の

良
い
人

④
在
学
し
て
い
る
学
校
長
の
推
薦
が

あ
る
人

⑤
日
本
育
英
会
、
富
山
県
奨
学
資
金

母
子
福
祉
資
金
な
ど
他
の
学
資
の

貸
与
を
受
け
て
い
な
い
人

(7) 
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A
w
n仰
亀
岡

島
助
命
え

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

受
講
生
募
集
中
グ

十
二
月
十
二
日
、
十
九
日
、

二
十
六
日
、
一
月
九
日
、
十

六
日
、
二
十
三
日
、
三
十
日

一
一
月
六
日
、
計
八
回
(
毎
週

水
曜
日
)
午
後
七
時
1
九
時

マ
会
場
市
総
合
体
育
館

マ
対
象
青
年
、
婦
人
、
壮
年

マ
会
費
一

、
五
O
O円
(
ス
ポ
ー
ツ

傷
害
保
険
料
含
む
)

マ
申
込
み
市
総
合
体
育
館
ま
で

マ
申
込
み
締
切
日
十
二
月
五
日

マ
日
時

ミ

リ
ズ
ム
体
操
教
室

開
催
(
後
期
)

受
講
生
募
集
中
グ

マ
日
時
十
一
月
七
日
、
十
四
日
、

二

十
一
日
、
二
十
八
日
、
十
二

月
五
日
、
十
二
日
、
十
九
日
、

二
十
六
日
(
毎
週
水
曜
日
)

計
八
回
開
催

午
前
十
時
i
十
二
時

マ
会
場
市
総
合
体
育
館

マ
対
象
婦
人
(
高
齢
者
歓
迎
)

マ
会
費
一
、
二

O
O円

(ス
ポ
ー
ツ

傷
害
保
険
料
含
む
)

マ
申
込
み
先
市
総
合
体
育
館
ま
で

マ
申
込
み
締
切
日
十
一
月
七
日

が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
H

公
認
審
判
員
認
定
講
習
会
開
催

一
般
地
域
住
民
の
生
活
に
お
け
る
体

育

・
ス
ポ
ー
ツ
(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
)
活

動
の
実
技
的
指
導
助
言
に
あ
た
る
指
導

者
の
養
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
ま
す
。

マ
日
時
五
十
四
年
十
一
月
十
一
日
同

午
前
八
時
三
十
分
よ
り

マ
会
場
東
部
中
学
校

マ
受
講
資
格
心
技
と
も
に
す
ぐ

れ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
の
普
及
、
及
び

日
常
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
で
き
る
人

マ
受
講
料
及
び
認
定
料
二
、

O

0
0円

マ
服
装
及
び
携
行
品
、
筆
記
用
具
、

運
動
の
で
き
る
服
装
、

上
履
用
ズ
ッ
ク

マ
申
込
み
締
切
日
五
十
四
年
十

一
月
五
日
開

マ
申
込
み
先
魚
津
市
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会
事
務
局
、

双
葉
町
一
ー
ー
二
十
七

稲
盛
嘉
男
方

(E
M
-
-
7
0
3
 

(8) 

十
二
月
の
歩
-
-
う
会

十
二
月
の
歩
こ
う
会
は
、
二
日
目
午

前
九
時
に
、
電
鉄
魚
津
駅
前
集
合
、
総

合
体
育
館
ま
で
歩
い
た
あ
と
、
総
合
体

育
館
で
総
会
を
聞
き
ま
す
。

参
ノ
加
者
は
、
午
前
八
時
五
十
分
ま
で

に
電
鉄
魚
津
駅
前
へ
集
合
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
昼
食
は
い
り
ま
せ
ん
。

11月の総合体育館利用日程

3日仕) オーアイ工業運動会 (大体

1日)

富山県スポーツ少年団バレ

ーボール大会(大体午前)

富山県スポーツ少年団卓球

大会(中体 1日)

全日本女子フ。ロレス(全館)

北陸電力(大体午後)

富山県体育指導員実技研修

会(大体)

総合庁舎労働組合運動会

(大体午後)

市連青バスケッ トボール大

会(大体 1日)

母と子の公民館親子体操

(中体午前)

スポーツ少年団大会(大体)

二市三町バレーボール大会

(大体 1日)

剣道，居合道段位審査会

(中体 1日)

卓球教室 2日， 9日， 16日， 30日

温水プール週間予定表

水

第2期親子水泳教室 l時扮-1蹄扮
木
魚津スイミングクラフ穂習 18時-20時

第2期親子水泳教室 18時30分~
19時30分

第2期小学生水泳教室 10時-11時

魚津スイミングクラフ練習 15時-17時

正月からの第3期水泳教室受講生

申込み受付中。

4日(日)

8日休)

10日(:日

11日(日)

17日(土)

18日(日)

23日幽

25日(日)



第三種郵便物認可昭和54年11月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

市民川レー
ボールの祭典

-市民男子300歳バレーボール大会
・婦人バレーボールリーグ大会

市
体
育
協
会
で
は
、
恒

例
の
市
民
男
子
三

O
O歳

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
と
婦

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

大
会
を
次
の
日
程
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

市
民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ

を
目
指
し
、
地
区
民
の
代

表
と
し
て
年
々
出
場
チ
ー

ム
も
増
え
て
い
ま
す
。
激

戦
の
中
に
も
な
ご
や
か
な

ふ
ん
囲
気
で
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
今
大
会
に
、
ど

う
か
市
民
の
皆
さ
ん
方
の

絶
大
な
る
ご
声
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

国際児童年1979

月日 曜日 iZh 22 場 開始時間 対戦チーム

11月9日 幽 総 合 体 育 館 7 時 開 ~云h 式

A 一 グ

11月9日 金 総 合 体 育 館 7時30分 E 島× 大町 A

13日 火
吉島小体育館 7時30分 (1)村木 A X 吉 島 |

8時30分 (2)大町 A X 住 τs 

16日 金
西中体育 館 7時30分 (1)住 吉 ×本 江 A

8時30分 (2)村木 A X 大町 A

19日 月
西中体育 館 7時30分 (1)大町 A X 本江 A

8時30分 (2)村 木 A X 住吉

27日 火
吉島小体育館 7時30分 (1)村 木 A X 本江 A

8時30分 (2)吉島×住吉

30日 金 吉島小体育館 7時30分 E 鳥×本江 A

B グ

11月9日 金 総 合 体 育 館 7時30分 野 方×スギノマシン

12日 月
上野方小体育館 7時30分 (1)野 方× 松倉青年団

8時30分 (2)シスターズ ×経 団

19日 月
西 中体育 館 7時30分 (1)経 団 × 松倉青年団

(2)スギノマシン×シスターズ

26日 月
上野方小体育館 7時30分 (1)スギノマシン×松倉青年団

(2)野方× 経 団

30日 金
上野方小体育館 7時30分 (1)経 回 ×スギノマシン

(2)野 方×シスターズ

12月3日 月 上野方小体育館 7時30分 シス ターズ×松倉青年団

C グ

11月9日 金 総 合 体 育 館 8時30分 上村 木× 村木 B

10日 土 道下小体育館 7時30分 道 下 × 本 江 B

13日 火 道下小体育館 7時30分 道 下 × 上村木

15日 木 吉島小体育館 7時30分 上村木 ×高 校前

17日 土
道下小体育館 7時30分 (1)道 下 × 村木 B

8時30分 (2)道 下 ×高 校前|

22日 木
吉島小体育館 7時30分 (1)高校前 × 本江 BI

8時30分 (2)上村木 × 本 江 BI

24日 土
村木小体育館 7時30分 (1)村木 B X 本 江 B

8時30分 (2)村木 B X 高 校前

婦人バ レーボールリーグ大会日程
(時聞はいづれも午後)

D グ

11月9日 金 総 合 体 育 館 8時30分 大町 B X 本江 C

12日 月 西中体育 館
7時30分 (1)大 町 B X 上 中 島

8時30分 (2)上 中 島×本江 C

13日 火 上中島小体育館 7時30分 上 中 島× 西布施

19日 月 西中体育 館 8時30分 大町 B X 早川病院

26日 月 西中体育 館
7時30分 (1)上 中 島×早川病院

8時30分 (2)早川病院×本江 C

※大会終了後各リーグ入替戦があります。

ホ飲酒運転は、やめよう-

スピードを落そう、 I

(9) 
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で
す
。

障
害
福
祉
年
金

支
払
い
月
は
、
老
齢
福

祉
年
金
と
同
じ
で
す
。

一
級
障
害
の
年
金
額
は
、

い
ま
ま
で
月
額
二
万
四
千

八
百
円
で
し
た
が
、
月
額
三
万
円
に
増

額
さ
れ
て
い
ま
す
。
(
年
額
二
十
九
万
七

千
六
百
円
が
三
十
六
万
円
に
改
定
)

今
度
の
支
払
い
額
は
、
八
月
、
九
月
、

十
月
、
十
一
月
の
四
か
月
分
で
十
二
万

円
で
す
。
ニ
級
障
害
の
年
金
額
は
老
齢
福
祉
年

金
と
閉
じ
で
、
月
額
二
万
円
、
年
額
で

二
十
四
万
円
に
増
額
改
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
度
の
支
払
い
額
は
四
か
月
分
で

八
万
円
で
す
。

困問
E
因
固
因
四
回

遺
族
年
金
と
合
わ
せ
て
母
子
年
金
が
も

ら
え
る
か
?
・

十
一
月
十
二
日
か
ら

老
齢
・
障
害
福
祉
年

金
の
支
払
い
、
が
始
ま

り
ま
す

きょうの健康あすの年金
いくら|こなるの年金額

厚生年金はどの位もらえるのか?年金額の計算方法はど

うなっているのかについてお知らせします。

*社会保検労務士制度をご存知ですか

閉

会
社
勤
め
を
し
て
い
た
夫
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
私
は
国
民
年
金
に
三
年

前
か
ら
任
意
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
厚

生
年
金
の
遺
族
年
金
と
合
わ
せ
て
母
子

年
金
も
も
ら
え
ま
す
か
。
子
供
は
十
九

歳
と
十
六
歳
で
す
。

答

も
ら
え
ま
す
。

奥
さ
ん
ご
自
身
が
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
た
の
で
す
か
ら
、
厚
生
年
金
か
ら

遺
族
年
金
が
出
る
場
合
も
、
母
子
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
、
こ
う
い
う
場
合
に
は
、
国
庫

負
担
に
あ
た
る
額
で
あ
る
年
金
額
の
三

分
の
一
が
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
場
合
、
三
年
前
か
ら
国
民

年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
全
額
納
め

て
い
て
、
十
八
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
ず
か
ら
、
母
子
年
金

を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
金
額

は
、
十
八
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
一
人

の
場
合
の
額
で
あ
る
四
十
七
万
八
千
円

か
ら
、
そ
の
三
分
の

一
で
あ
る
十
五
万

九
千
三
百
三
十
三
円
を
差
引
い
た
三
十

一
万
八
千
六
百
六
十
七
円
が
実
際
に
受

け
取
る
こ
と
の
で
き
る
額
と
な
り
ま
す
。

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
三
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
は
、
十
五
日
で
す
。

せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

最
後
の
チ
ャ
ン
ス

保
険
料
の
特
例
納
付

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
二
年
を
過

ぎ
ま
す
と
、
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
加
入
す
る
こ
と
を
忘
れ
た
り
、

長
い
間
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
た
た

め
に
、
将
来
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い

人
が
い
ま
す
。

。。

こ
う
し
た
人
も
年
金
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
五
十
三
年
七
月
か
ら
特
例
納

付
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
加
入
す
る
こ
と

を
忘
れ
た
り
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て

い
た
期
間
に
つ
い
て
、

一
か
月
に
つ
き

四、

0
0
0円
の
保
険
料
を
納
め
、
年

金
の
権
利
を
復
活
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
特
例
は
、
五
十
五
年
六
月
三
十

日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
残
る
は
あ

と
八
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
や

恩
給
受
給
者
等
は
、
納
め
ら
れ
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

4 カ、+

け私
;明よ会
!るう?
jい年議
j老金語
!後!

富
山
テ
レ
ビ
で
毎
週
土
曜
日
朝

7
時
5
7
時
間
分
ま
で
放
送

こんなとき年金が
受けられます

老齢年金を中心に障害年金や、遺族年金を受けるための

要件や手続きなどをお知らせします。

*国民年金の加入手続きはすみましたか

婦人の年金

女性の一生と年金制度のかかわりについて勉強します。

(通算老齢年金、遺族年金、国民年金の任意加入)

*年金の受給者が住所・支払金融機関を変更したときは

すみやかに手続きをと りまし ょう

老
齢
福
祉
年
金

お
渡
し
し
て
あ
る
国
民
年
金
証
書
の

支
払
日
が
十
二
月
と
な
っ
て
い
る
ぶ
ん

が
一
か
月
早
く
今
月
か
ら
受
け
と
れ
ま

す。
年
金
額
は
、
い
ま
ま
で
月
額
一
万
六

千
五
百
円
で
し
た
が
、
月
額
二
万
円
に

増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。
(
年
額
十
九
万

八
千
円
が
二
十
四
万
円
に
改
定
)

今
度
の
支
払
い
額
は
、
八
月
、
九
月
、

十
月
、
十
一
月
の
四
か
月
分
で
八
万
円

すで組番
て
る
い
す
っ
せ
に
ら
金
知
年
お

利用しよう
皆さんの施設です

全国各地につくられている厚生年金、国民年金の施言蜘

介てす。利用している人たちの感想などを取材し、利用

する時の手続きについてお知らせします。

耐寒事録針葉の正しい受け方

自分でまもろう
自分の健康

日頃の健康づくりの重要性について一緒に考えていきます。

*老齢年金にも税金がかかる場合があります

はたらき怠ガら老齢
年金を受けていだ方
の手続きと年金額

働きながら老齢年金を受けていた人が退職した時の手続

きや年金額等についてお知らせします。

*年金がもらえなく なったときの手続きをすみやかに

国民年金の特例納付
をしましょう

国民年金に加入していなかったり 、保険料を納め忘れて

いた人でも今なら年金権を確保できる特例納付という制

度があることをお知らせします。

*年金を受けている方は、毎年1固かならず現況届けを
提出しま しょう

年金はこのようにし
て裁定されます

年金の受給資格を得た人か請求をしてから年金証書が届

くまでの経路を紹介し、年金をスムーズに受けるための

注意などをお知らせします。

*保険診療の正しい受け方

年金の将来

高齢化時代をむかえ厚生年金や国民年金の将来をともに

考えます。

*国民年金の特例納付をしま しょ う
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も
め
た
ぷ
た

ι

)

画
室
a-EMm

期
べ
心
・
・
本
は
そ
の
翼
:
:
:
③

新
し
い
本
・
パ

l
ト
I

今
年
も
、
新
刊
書
が
た
く
さ
ん
出
版

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
そ
の
中
か

ら
い
く
つ
か
拾
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
新
聞
に
は
読
み
方
が
あ
る
」

新
聞
は
、
私
た
ち
に
一
番
身
近
な
読

み
物
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
新
聞
に

も
、
い
ろ
い
ろ
な
読
み
方
が
あ
り
ま
す
。

多
面
的
に
読
む
の
も
お
も
し
ろ
い
で
し

ょ、っ。
「
雑
誌
を
斬
る
」
(
岡
留
安
則
著
)

雑
誌
も
、
気
楽
に
読
め
る
点
は
新
聞

と
同
じ
で
す
。
こ
れ
は
、
な
じ
み
の
深

い
四
士
一
の
雑
誌
の
内
幕
、
裏
話
を
書

い
た
本
で
す
。

「起
源
事
典
」

す
べ
て
の
物
事
に
は
始
ま
り
が
あ
り

ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
ル
ー
ツ
・
根

魚津市下材木町3975-1
f!22-0462 

開館時間
9時30分-18時
こどものへや
13時-17時

土略目 9時30分-16時

休館日
BB甚・月末・祝日
秋期10日間

源
が
わ
か
る
本
で
す
。

「
難
問
・
珍
問
・
大
愚
問
」

ユ
ニ
ー
ク
な
雑
学
の
本
で
す
。
雑
学

ク
イ
ズ
で
、
頭
の
体
操
を
な
さ
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
横
丁
た
ベ
あ
る
き
」
(田

辺
聖
子
著
)

ヨ
l
u
ッ
パ
の
赤
ち
ょ
う
ち
ん
め
ぐ

り
の
旅
が
、
こ
の
著
者
な
ら
で
は
の
感

「
し
ぐ
さ
占
い
」
(
小
粥
泉
慧
著
)

話
し
か
た
、
笑
い
か
た
、
座
り
か
た

な
ど
、
無
意
識
な
し
ぐ
さ
で
性
格

・
運

勢
を
占
い
ま
す
。

「
屑
肉
を
料
理
に
」
(
和
田
常
子
著
)

美
味
し
く
、
安
く
、
し
か
も
栄
養
の

あ
る
料
理
法
の
本
で
す
。

「
仏
を
現
代
に
求
め
て
」

宗
教
史
学
者
の
笠
原
一
男
博
士
と
真

宗
大
谷
派
の
大
谷
暢
順
師
の
歯
に
衣
を

き
せ
な
い
討
論
が
み
も
の
で
す
。

「
日
本
人
の
県
民
性
」

N
H
K
が
調
べ
た
全
国
県
民
意
識
の

調
査
結
果
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
県
民
性

が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
興
味
深
く

浮
き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

「
地
名
の
話
」
(
谷
川
健
一
編
)

あ
り
ふ
れ
た
地
名
が
、
村
の
成
立
ち

の
違
い
と
か
、
文
化
の
伝
ば
の
あ
と
と

か
、
案
外
お
も
し
ろ
い
意
味
を
も
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
ご
一
読
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
こ
こ
に
紹
介
し
た
本
は
、
備
え
付
け

て
あ
る
本
の
一
部
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

借
り
出
し
は
、

ひ
と
り
三
冊
二
週
間

で
無
料
で
す
。

砂
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
。

日
月
の
お
し
ら
せ

5
日
刊
お
は
な
し

ゆ
か
い
な
ゆ
か
い
な
お
は

な
し
:
・さ
あ
、
お
は
な
し
広

場
に
集
合
1

日
日
制
か
み
し
ば
い

カ
チ
ノ
カ
チ
ノ
カ
チ
ノ
か
み

し
ぱ
い
の
は
じ
ま
り
だ
よ
ノ

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
、
こ
ど

も
の
へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
。

川
柳
教
室

。
期
日
十
一
月
十
四
日
附

O
課
題
「
灯
」
「
枯
れ
る
」

O
講
師
木
村
喜
見
城
先
生

l
i
l
-
-
I
l
o
i
-
-
-

古
典
に
親
し
む
会

O
期
日
十
一
月
十
六
日
幽

O
テ
ー
マ
源
氏
物
語

O
講
師
飛
世
麗
子
先
生
。

い
ず
れ
も

O
会

場

図

書
館

0
時
間
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

高
年
齢
者
雇
用
奨
励
金

市
で
は
、
高
年
齢
者
の
雇
用
を
促
進

す
る
た
め
、
四
月
か
ら
「
魚
津
市
高
年

齢
者
雇
用
奨
励
金
交
付
制
度
」
を
設
け

ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
市
内
在
住
の
高
年
齢

者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
対
し
、
二
年

間
に
わ
た
り
雇
用
奨
励
金
を
交
付
す
る

も
の
で
、
こ
と
し
の
四
月
以
降
就
職
し

た
高
年
齢
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お

り
で
す
。

マ
交
付
対
象
事
業
主

1
魚
津
市
に
一
年

以
上
在
住
す
る
高
年
齢
者
(
満
五
十

五
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
)
を
職
業

安
定
所
の
紹
介
に
よ
り
常
用
労
働
者

と
し
て
雇
用
し
、
国
の
高
年
齢
者
雇

用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
、
支
給
満

了
後
も
引
続
き
、
そ
の
高
年
齢
者
を

雇
用
す
る
事
業
主
守

マ
交
付
金
額

1
両
年
齢
者
一
人
に
つ
き

月
額
二
千
円

マ
交
付
期
間

l
二
年
間

マ
交
付
申
請

1
両
年
齢
者
を
雇
用
し
た

月
の
翌
月
か
ら
六
カ
月
ご
と
に
事
業

主
の
申
請
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。
職

業
安
{
亙
附
の
証
明
が
必
要
で
す
。

申
請
書
は
、
市
商
工
観
光
課
に
あ
り

ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
同
課
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

富
山
県
伝
統
的
工
芸
品
展

県
な
ど
が
主
催
で
、
第
二
回
富
山
県

伝
統
的
工
芸
品
展
が
十
一
月
十
五
日
か

ら
十
九
日
ま
で
大
和
富
山
庖
八
階
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
県
内
の
伝
統
的
工
芸
品
産

業
の
各
産
地
か
ら
銅
器
、
漆
器
、
彫
刻

木
工
品
な
ど
が
出
品
さ
れ
て
行
わ
れ
る

も
の
で
、
即
売
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
魚
津
か
ら
は
漆
器
製
品

が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

。1)
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畢

日
月
r
}

ロ
月

V
乳
児
検
診

1月2 
21月2 1 1月8 1 1月2 1 月

7 
日

((Ill日 (村日 ω4日 七1'd臼

時3分』0午1前時8 時21 午fHl 4寺2 l時21 午fI時11 t 時3分10午前118 寺 イ115時1サL11 ー
10 10 

8 aか5官i11かi 3 百242181か1 3 8 士寸台、 か

月 月
児 児 象

{世F来fltt 魚i司E イ住戸呆斤iEt 1il魚lt {色所呆E 1ii11 t イ色F呆IEt 1ji1l1 t ~合iミb 、

マ
三
カ
月
児
検
診
時
に
、
こ
関
節
脱

き
ゅ
う
検
診
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

V

一
歳
六
か
月
児
検
診

受
付
時
間

マ
お
子
さ
ん
愛
用
の
お
も
ち
ゃ
及
び
、

歯
ブ
ラ
シ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

V
三
歳
児
検
診

月

日

対

象

日
月
7
日
一
日
月
日
日
ま
で
に

附

一

3
歳
に
な
る
幼
児

日
月
幻
日
一
日
月
初
日
ま
で
に

附一

3
歳
に
な
る
幼
児

マ
受
付
時
間
H
午
後
一
時
i
二
時

マ
会
場
H
魚
津
保
健
所

V
母
親
学
級
(
妊
婦
)
B
コ
l
ス

マ
十
一
月
十
六
日
幽

マ
時
間
H
午
前
九
時
三
十
分
1
午
後
四

時
(
時
間
励
行
)

マ
場
所
H
魚
津
保
健
所
講
堂

マ
対
象
H
妊
娠
し
て
い
る
人
と
家
族

マ
今
月
の
内
容

・
映
画
H
産
後
の
健
康
、
家
族
計
画

・
歯
の
衛
生
日
丈
夫
な
歯
は
妊
娠
中
に

つ
く
ら
れ
る
。

・
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養

.
妊
婦
の
栄
養
診
断

・
分
娩
の
生
理
(
医
師
)

.
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育

映
画
、
も
く
浴
、
衣
服
、
あ
つ
か
い

方
。

マ
昼
食
、
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
産
休
に
入
っ
て
い
る
方
は
、
是

非
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

V
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

五
十
四
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
を
行
い
ま
す
。
流
行
シ
ー
ズ
ン
に

備
え
て
健
康
保
持
の
た
め
、
是
非
受
け

ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
注
射
は
一

i
四
週
間
の

間
隔
を
お
い
て
二
回
受
け
な
い
と
効
果

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
該
当
地
区

の
小
学
校
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

保
育
園
、
幼
稚
園
児
は
各
国
で
接
種

し
ま
す
。

マ
接
種
料
金

.
三
歳
i
十
五
歳
未
満
無
料

・
十
五
歳
以
上
、
高
校
、
一
般
は
一
回

に
つ
き
二
百
円

マ
実
施
日

大 古

施布西i 

本: 巡 キロf {主
」Jz;ド占ニ *~ 車?h Eド 」11Eヨ1ょ・

臼 干支

関I I:b ぉ: 下 木 =zaニrョ fl 合 問 型f 合 下

21月1 1 21月0 1 11月6 1 11月6 1 11月5 1 11月5 1 11月5 1 11月4 1 11月4 1 11月4 1 11F3 1 1 11月2 1 11 8 1 1 115 1 1 
m 

持干回-R i (11日4 (刈日 七日日申 f日1'd (>1日4 (>1日d (>1日4 (1)日4 {ぶ日i (1)日4 (刈日 {日!Jl (>1日4 (!日Jl 

11月2 3 11月2 1 11月0 2 11月2 1 11月2 2 11月2 2 1L7 2 1 
1月2 1月3 2 1月3 2 1月2 1月2 1H 2 1j 1 l 

~ 

10 7 3 7 28 
Jや回事Ri 

(;.f日4 {刈日 (!日Jl (刈日 (1)日4 (1)日4 k日1'd (臼!Jl (! 日Jl (日!Jl 七日恰
日 日 日
(!Jl (11) (*l 

大岡T i:h 布地西 本[C 下ill や木t ~主s 」j;ゐ二 }貝1 松f:r 車図:_lt_ IP-ドf ー出1ヒi f 
'一位f合七Ar I 
土J.!j

J/ J/ J/ J/ J/ J/ J/ J/ J/ J/ J/ J/ " i'Jr 

マ
受
付
時
間
H
各
日
と
も
午
後
一
時
i

二
時

マ
問
診
票
H
当
日
会
場
で
保
護
者
(
大

人
の
場
合
は
本
人
)
が
記
入
、
押
印

し
て
く
だ
さ
い
。
印
が
押
し
て
な
い

場
合
は
、
接
種
し
ま
せ
ん
か
ら
特
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
禁
忌
事
項

付
発
熱
し
て
い
る
人
。
又
は
著
し
い
栄

養
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
。

口
心
臓
血
管
系
、
じ
ん
臓
疾
患
又
は
、

肝
臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
治
療
を
勧

め
ら
れ
て
い
る
人
。

∞
鶏
卵
、
鶏
肉
を
た
べ
て
、
皮
膚
に
発

し
ん
が
で
た
り
、
下
痢
を
し
た
こ
と

の
あ
る
人
。

側
接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成
分

に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
人
。

ω過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防
接
種
に

よ
り
、
副
反
応
を
呈
し
た
こ
と
の
あ

る
人
。

M
W
接
種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の

症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

同
妊
娠
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
。

川
そ
の
他
、
接
種
に
不
適
当
な
状
態
の

人
。
以
上
の
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん

の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
接
種
当
日
H
朝
と
畳
の
体
温
を
計
つ

て
来
て
く
だ
さ
い
。

V
麻
し
ん
(
ハ
シ
カ
)
予
防
接
種
宮
藷

マ
実
施
場
所
H
市
内
の
か
か
り
つ
け
の

医
師
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
接
種
対
象
者
H
二
歳
児
を
中
心
に
生

後
十
八
ヵ
月
か
ら
三
十
六
ヵ
月
に
至

る
期
間
内
で
年
中
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
申
込
み
方
法
H
市
生
活
環
境
課
保
健

係
で
、
直
接
予
防
接
種
の
申
込
み
をヘ

米
国
産
品
巡
航
見
本
市

船
内
へ
の
入
場
時
間
は
、
コ
百

聞
い
ず
れ
も
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
午
後
四
時
ま
で
で
、
入
場
は
無

料
で
す
が
、
船
内
の
混
雑
を
避
け

る
た
め
、
米
国
招
待
旅
行
が
当
る

抽
選
券
付
き
入
場
整
理
券
を
ご
希

望
さ
れ
る
方
に
配
付
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
市
商
工
観
光

課
、
商
工
会
議
所
に
備
え
て
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
場
整
理
券
を
お
持
ち

で
な
い
場
合
で
も
入
場
で
き
ま
す
。

エごってで三一ー ノ
~ ~ ‘ぷ~ r、/'、ノ『〆「

~ 
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マ
内
容
H
医
師
に
よ
る
診
察
、
心
電
図

血
圧
測
定
、
検
尿
、
保
健
指
導

マ
検
査
料
H
無
料

※
希
望
者
は
一
週
間
前
ま
で
に
、
市
生

活
環
境
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い。

V
が
ん
征
圧
講
演
会
の
お
知
ら
せ

マ
日
時
H
十
一
月
六
日
附

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

マ
場
所
H
市
役
所
大
会
議
室

マ
演
題
H
婦
人
の
が
ん

マ
受
付
H
午
後

一
時
i
二

時

マ

講

師
H
富
山
医
科
薬
科
大
学
産
科
婦

マ
料
金
H
六
五

O
円

人
科
整
室
教

授

泉

陸

一

マ一

年
に

一
回
は
、
が
ん
検
診
を
受
け
マ
主
催
日
成
人
病
予
防
協
会
魚
津
支
部

ま
し
ょ
う
。

魚
津
保
健
所

・
魚
津
市

V
成

人

病

相

談

子
宮
が
ん
は
、
早
く
み
つ
け
て
正
し
い

マ
十
一
月
六
日

ω・十
一
月
二
十
日

ω・
治
療
を
受
け
れ
ば
、
治
す
こ
と
の
で
き

十
二
月
四
日

ω

る
病
気
で
す
。

い
ず
れ
も
午
後
一
時
1
二
時
多
数
の
ご
来
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

'

マ
場
所
日
市
役
所
保
健
室
(
一
階
正
面

.
心
の
健
康
相
談
日
の
お
知
ら
せ

a
N

市

向

っ

て

右

端

)

マ

十

一

月

二

十

日

ω午
後
一
時
三
十
分

、i
i、O
Kや

Arn
o-u
?
0
0
1
a
n
i-i
i
?
i，
onJ会
-afo

一

急

ぎ

2
U
戸
川
的

…立

加

館
リ

ジ

よ
、
川

ゆ

毒

患

毒

性

模

け

で

と

に

意

卵

イ

タ

族

窃

一一勿ぷ

ー璽

蜘一色
3

2

5

2
た

コ
'ヨ
S
続

"

ア圃

易
多
橋
弘

当
Y

の
・ま

草

い

さ

つ

時

ら

マ

ツ

魚

く

h
l
-
r司
族

七

移
緩
ぶ
1
警

ダ

ず

の

通

わ

刺

々

す

足

シ

一

わ

R

1

1

缶川

'畿

簿
一一切一一~フ

ミ

ら

色

や

か

り

時

ず

m

一

泊

d
e
焦

コ

鈎
設
予
終

足
黄
山
石
な
あ

0
7
言

一

イ

一

〕

・

)

似
織
ま

だ
氏

、郊

仰

と

と

い

ガ

く

ら

で

方

ワ

タ

見

匙

』

F
圃

f

仏
閣
が
じバ宗

一仁

「

5
色

る

れ

毒

づ

か

夏

o

の

力
ン

-

司

a
q
川町

オ

ル
丸

一弘

毅
イ市
一一

む

茶

い

き

は

つ

針

は

い

員

タ

モ

お

ι

勺

7
一

ん

叫

V
M震
がん一

Lg
す

赤

で

o

に

ガ

で

期

な

am

hv

F

F

(

円、
A
磁
波
円
多
『
)
尽
将
司

に

は

い

い

げ

み

の

卵

し

ノ

イ

子4

1
d
1・
ノ

ふ
&

州

九

三
一湾

、

場

体

な

く

と

だ

る

産

は

ィ

く

な

、，
Jl

h
v
Jh
F
¥
?J一拘

4
~

岩

o

か

に

の

い

あ

o

に

タ

キ

P

坑

'

同

内

ト

d
w
m
円一訴
え
ι~
ベ

J

の

る

動

け

れ

聞

が

る

用

メ

ガ

-一

ー

の
唱
団
引

h
-
d
n
fMX1

岸

あ

と

つ

び

の

と

あ

食

-z
シ

国

g
i
i

dmNモ

沿

で

つ

見

背

く

こ

で

。

イ

イ

つ

ヨ

ib『

魚

じ

で

ガ

う

る

要

む

①

②

I

o
-
-
f
q
ehυ
I
L
-
-
-FLO
--otnuAW
K7
1
U36
1
1
1!
?
ふ

へ
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
注
意
事
項
H
生
ワ
ク
(
ポ
リ
オ
)
投
与

後
、
一
ヵ
月
の
間
隔
を
あ
け
て
、
ハ
シ

カ
予
防
接
種
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
接
種
料
金
は
無
料

V
胃
検
診

1月2 1月2 
21月7 1 月

11 10 
日 日 日 日
(刈 (}I) (刈

力日 力日

上野方民館h 八

手賞 干i't ~ 
~、A、 ~、d、

民 民 主易
自富 能

1月2 1月2 
21月0 1 切締込み申

3 3 
日 日 日日

マ
受
付
日
午
前
九
時
i
十
時

マ
料
金
H
八

O
O円

@
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
朝
食
、
た

ば
こ
、
水
な
ど
一
切
百
し
上
が
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

V
婦
人
検
診

ー
一
二
時
ま
で

マ
場
所
H
魚
津
保
健
所

マ
精
神
科
医
師
及
び
保
健
婦
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

マ
心
の
悩
み
で
苦
し
ん
で
い
る
人
。
又

は
、
家
族
の
異
常
な
行
動
や
考
え
方

に
お
悩
み
の
方
は
、
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ひ
0
0
6

δ
 

V
百
楽
荘
に
お
け
る
老
人
健
康
相
談

マ
十
一
月
六
日

ω午
前
十
時
三
十
分
i

十
二
時

O
内
容
H
保
健
婦
に
よ
る
話
、
健
康
体

操
、
個
別
相
談

マ
十
一
月
十
=
百

ω午
前
十
時
三
十
分

ー
十
二
時

0
内
容
H
医
師
に
よ
る
個
別
相
談
、
健

康
体
操

V
健
康
体
操

道下公炭鉱
光大、金iB1、I、I 

~ 三

士必

3 毎第月
f週目月日it d 週毎水曜日

実

木目躍 l 
Iidi 
日

日-

11 午前 11 午前 11 午前 時

3時0時10 3時0時10 3時0時10 r，IJ 
分 l分 1分 l

マ
成
人
病
予
防
、若
返
り
、体
力
づ
く
り

の
た
め
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

V
健

康

相

談

マ
十
一
月
士
一
百

ω西
布
施
公
民
館

.
午
前
十
時
i
午
後
三
時

。診療時間は、いずれも午前
9時から午後 5時まで。

日I~ I ~ 日
(日)I (日)Iω 
晒|丘魚
屋|病津
医|院緑
院|ケ

双
葉
町

宮

@
1
0
1
1
7

大
光
寺

宮

@
1
1
5
6
7

友

道

宮

@
1
0
4
9
0

上

ロ

含

@
1
3
6
1

9

新
金
屋

含

@
1
0
6
4
2

緑

町

宮

@
1
4
5
7
8

鴨
川
町

合

@
1
5
7
8
0

鈴
木
医
院

日
日
一
川
一
寺
崎
医
院

お
日
一
樹
一
羽
田
医
院

早
川
病
院

!?li 
深
川
病
院
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-
海
外
移
住
相
談
会

十
一
月
三
十
日
幽
午
後
六
時

j
九
時

富
山
県
民
会
館
五

O
二
号
室

南
米
を
紹
介
し
た
映
画
会
及

び
個
別
相
談
会

北

・
南
米
及
び
豪
州
へ
の
海
外
移
住

(
就
職
)
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご

自
由
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
お
問
合
せ
は
、
県
総
務
部
総
務

課
外
事
係

8
0
7
6
4
|訂
|
4
1

1
1
内
線
3
3
5

と

き

と
こ
ろ

内

容
-
県
民
技
能
講
座
開
講

。
内
容

両
コ

l
ス
と
も

と
こ
ろ
県
立
黒
部
高
等
技
能
学
校

黒
部
市
荻
生
四
、

一
五

O

対
象
年
齢
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

人

員

日

曜

大

工

二

十

名

版

画

三

十

名

受
講
料
無
料

申
込
み
実
胞
の
二
日
前
ま
で
に
宮
0

7
6
5
1臼
1
0
2
5
1

(
黒
部
重
芸
能
学
校
)
ま
で

お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き

十
一
月
五
日
明
発
売

五
十
五
年
新
年
用
お
年
玉
っ
き
年
賀

は
が
き
を
十
一
月
五
日
間
か
ら
発
売
し

ま
す
。発
売
枚
数
は
二
十
七
億
五
千
万
枚
で
、

こ
の
う
ち
五
億
枚
に
は
一
円
の
寄
付
金

が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
寄
付
金

は
社
会
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
す
る
事

業
を
行
う
団
箆
守
に
配
分
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

魚
津
市
内
各
郵
便
局
の
発
売
枚
数
は

百
二
十
一
万
五
千
枚
で
こ
の
う
ち
寄
付

金
っ
き
は
二
十
三
万
三
千
枚
で
す
。
こ

れ
は
昨
年
の
発
売
枚
数
と
ほ
ぼ
同
数
で
、

毎
年
お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き
の
ご
利

用
が
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
早
く

売
り
切
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

売
り
切
れ
な
い
う
ち
に
お
早
く
お
買

い
求
め
い
た
だ
く
よ
う
お
す
す
め
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
寄
付
金
っ
き
年
賀
は
が
き
で

社
会
福
祉
の
増
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
(
魚
津
郵
便
局
)

-
ム
ダ
な
ダ
イ
ヤ
ル
は

時
間
の
浪
費
で
す

次
の
四
か
条
を
守
っ
て
正
し
い
電
話

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

一
、
ダ
イ
ヤ
ル
は
電
話
番
号
を
よ
く
確

か
め
て
最
後
ま
で
回
し
ま
し
ょ
う

二
、
ダ
イ
ヤ
ル
は
途
中
休
ま
ず
正
確
に

三
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
終
っ
て
か
ら
の

無
音
時
間
は
し
ば
ら
く
待
ち
ま
し
ょ
う

四
、
呼
び
出
し
音
は
十
回
ぐ
ら
い
待
ち

ま

し

ょ

う

魚

津

電

報

電

話

局

-
魚
津
で
初
め
て
の

本
格
的
寄
席
公
演
グ

か
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ

l
u

爆
笑
/
う
お
づ
寄
席

マ
出
演
者
林
家
木
久
蔵
、
あ
ら
ん
ど

ろ
ん
、三
遊
亭
円
太
、
三
遊
亭

遊
朝
、
新
山
ノ
リ
ロ

l
・
ト

リ
ロ

l
、
は
た
け
ん
じ
、
大

和
忍
法
シ
ョ
ー
、
ダ
ー
ク
夏

美

マ
と
き
十
一
月
二
十

一
一
百
聞
午
後
一

時
と
四
時
の
二

回

マ
と
こ
ろ
市
民
会
館

大
ホ
l
ル

マ
主
催
魚
津
商
工
会

議
所
青
年
部
会

マ
後
援
市
社
会
福
祉

課

・
魚
津
商
工

会
議
所

マ
協
賛
富
山
テ
レ
ビ

放
送

前
売
り
券
は
、
商
工
会
議
所
ま
で
。

指
定
席
ニ
、
0
8円
、
自
由
席
大
人
一、

五

8
円
、
自
由
席
子
供
さ
C

円。

-
北
電
だ
よ
り

伐
北採

宮 魚、陸し
24津 電 ま
|営 力し
l業側よ
4所う。。

25，700円

30，000 

20，000 

20，000 

20，000 

5，000 

真成寺町
200，000 

20，000 

ヤクルト魚津親交会

石田孝作文化町

折川 孝之緑町

武限志謄子 観音堂

大嶋 清治 釈迦堂

小柳むら新宿

今用精肉庖 小林重保

-
L
P
ガ
ス
保
安
点
検

十
一
月
中
に
、
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
の
消
費
設
備
を
点
検
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

経
団
地
区
・・
西
尾
崎
、
持
光
寺
、

江
口
、
岡
経
団
、
平
伝
寺
、

加
積
地
区
・・
吉
島
、
吉
島
市
営
住
宅

点
検
に
は
、
富
山
県
L
P
ガ
ス
協
会

魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員

が
伺
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ

ン
タ
ー
へ
、
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
0

8
M

l
5
3
4
0
 

国民健康保険税

第3期分

納期限11月30日

。。

桶回 進新金屋一丁目

まこと 4周年謝恩
チャリティパーティ城山宗也

大島信子金浦町

地方 2区青年会
会長菊地達広 5，000 

西部中学校生徒会 2，251 

平沢美代子 本町二丁目 100，000 

沢田 博本町二丁目 20，000 

山口静子江口 4，330 

折川キヨ川縁 10，000 

友田道治新角川 3，000 

南町婦人会 雑布136枚タオル30枚

西部中学校生徒会 中古衣類50点

住吉澄枝火の宮町 中古衣類20点

片貝小学校片員育成会 中古衣類170点

高森礼子経田中町 衣類60点

140，360 

20，000 



第三種郵便物認可昭和54年11月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

ふ るさとの文化財 その(32)

ユ
キ
ワ
ラ
ジ

(
民
俗
文
化
財
)

農
具
l
②

手旨

........ 
ぷ己

戸斤

在

明i能恥、ふ品間

。。

市の人口
(9月末現在)

ラ ちにていけ前の部定のウ爪る山き類 は所
ジこがあし。る後チ分しワソ(とへはが 雪 管有
とのいたももこに(はやラをっき入長多深 理者
言ワでるうちとま乳真5すジかまはつぐいい 者又
つラあとがろにた)田だいよけ)完たつ。北 徒富魚市昭
てジるあ、んよがは紐tよりる先全り型近陸 歩山津指和
いを。た皮しつつなのう大。に装、の所で 魚十観市定五
る当 ら膚ばててべょにきユス備町フへは 津分光小 + 
ながら足いのう鼻めキベをへカ出雪 市 パ川 年
い直く先るつな緒でワをし用グ歩中 ス寺七
で接歩は。る平の、ラ巻た事ツくの 天字月
は外く冷ウの帯とウジい。にを程履 神天三
大気とたソよ状りソはてま出履度物 行神十
きやぬくをうでつを普かずかくのの 終山 日
な雪れなかに前け固通ら、けがと種 点

ぷ母、百お掠芯弘持;沼Z品、Yおおぷ間氏、~::m~-~ミJネ3崎洋 一 明出，;:í心部Uぺ品、柑主主紋宮品で小型ι乞司

集 の術あそ 朝よ
魚部新もにりれ十晩う緑秋
津ましょ接まにーのに.も
市でいろ触す際月ひ野黄深
魚釈お発しし。し三え山のま
宮津迦知見いてこて日こは いる
内市堂らなで、れいはみ紅ろと
線企ーせどし心をろ文も葉が
2画丁くあょの機い化、しみ色
3広目だりうゆ会ろの増、をう
8報十さま 。とにな日しい散つ
番室番いし り優催でまちりく
広一。た をれしすすだばし
聴号 ら 持た物が。んめく
係 編つ芸が、 とた赤

200.75k附
7.9km 

12.960 
24.011人
25.822人
49.833人

臼刷/魚津臼刷株式会社

市の面積

海岸線

世帯数

人口(男)

(女)

計

編集/企画広報室


